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第10回原水爆禁止世界大会で被爆者代表の渡辺千恵子さんをかかえでデモ行進を激励す

る（．64・8）京都．（撮影／森下一徹）
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第21回原水爆禁止世界大会国際予備会談で開会の辞をのべる（－75・8・1）
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である．1942年4月18日は学校の開

校記念日にあたり，文化祭がおこなわ

れて，教室には各種の展示物が並べら

れていた．昼すぎに寮に帰る途中で

校舎の東側に翼をかすめて，見なれな

い大きな爆撃機が低空で飛び去るのを

目撃した．あれは何だ　敵機じゃな

いか，などと語りあっているうちに空

襲警報のサイレンが鳴り響いた．1943

年10月2日，学生の徴兵猶予が取り

消されて「学徒出陣」が発表された時

は，私たちは高等科の双桂寮で寝食を

ともにしていた．そのことを知らせる

ラジオ放送をきいたあと，静まりか
大島・三原山で上田（前）と（’42・3・9）

えった寮の談話室の電蓄はひとしきりベートーベンの「運命」を鳴らしてい

た．

軍事教練は厳しくなった．私たちは富士山麓の演習場の兵舎で泊り込みの

教練を受けたことがあるが，田沼はこの時は中隊長であった．不心得者が水

筒に酒をつめてもちこみ，深夜に腰に指揮刀をさけた田沼中隊長も加わって，

ささやかな宴をはったりした．

寮では熱心に哲学，歴史，小説，語学などの本を読んでいた．みんなやが

て兵隊になる日を数えながら，静かに勉強していた．それは，短かったけ

れども，充実した日々であった．1944年9月，高校の授業は停止になって，

私たちは翌年3月まで，板橋の金属工場で激しい労働に服した．私たちの米

穀通帳には職業として圧延伸長工と記載され，労務加配米が配給されていた．

生産現場での労働の経験は，私たちに貴重なものを残してくれた．

戦後の出発

田沼は書いている．「終戦と同時に，私は，かつて自分が働いていた工場

を訪ねて労働者の動きを知った．本郷から板橋の志村まで飛ぶようにして歩
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武蔵高校開校記念日．購買部委員と（．43・4・17）前列左から3人目，田沼

・また，地方からときどき上京し寮に立ち寄った父親に，夕食事に短い講話

をして貰うこともあった．たとえば上田誠一氏（誠吉の父君）は，人生にお

ける「運・鈍・根」の重要さを話された

・行事の際には，寮歌「秩父の峰」を歌うのが常であった．その一節，

秩父の峰に春来れば　　　すすぎの小川水ぬるみ

棒の若芽冴え出でて　　　いつしか青葉茂りては

時鳥鳴く武蔵野に　　　　健児四十のよりつどぶ

我が学舎はそびえたり

（たかの・もとあき／武蔵高校時代の同寮生，元・三菱信託銀行部長）

＊本稿は筆者が個人の記録として書かれたもので　いずれ武蔵高校の仲間の文集に

載せる予定のもの．筆者の好意で初出．
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おばあちゃんが訪ねてこられた時，桐生の家で（1926・7

10）

田沼肇略年譜

1926（大正15）年4月19日　群馬県桐

生市生れ

1933－39（昭和8－14）年　青山師範

附属小学校

1939－43（昭和14－18）年　武蔵高

等学校尋常科

1943－45（昭和18－20）年　武蔵高

等学校文科

国）大学経済学部

1948（昭和23）年4月　商工省調査統

計局に勤務

1950（昭和25）年4月　法政大学大原

社会問題研究所入所

1955（昭和30）年　原水爆禁止運動に

参加

1963（昭和38）年4月　法政大学社会

学部助教授

1964（昭和39）年4月　同、教授

1945－舶（昭和20－23）年　東京（帝　1970－71（昭和45年度）年　同、学部
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青山師範学校附属小学校進級記念（i35・4・4）

長、同大評議員

1972（昭和47）年　日本フィルハーモ

ニー交響楽団争議支援運動に参加

1978－81（昭和53－55年度）年　法

政大学社会学部長、同大学評議員

1981（昭和56）年2月　平和と革新を

めざす東京懇話会世話人

1983（昭和58）年　原水爆禁止日本協

議会代表理事

1987（昭和62）年秋　パーキンソン症

状を伴う進行性核上性麻痺を発症

1993（平成5）年3月　法政大学退職

1994（平成6）年3月18日　東京都重

度心身障害者手当受給資格の非該当

決定に異議申立

1996（平成8）年10月8日　東京地方

裁判所に処分取消しの行政訴訟を提

起

2000（平成12）年3月17日　最高裁判

所で上告棄却の判決

2000年8月9日　55回目の長崎原爆

記念日に永眠
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〔上〕千葉県銚子．犬吠岬で妹，弟と（’35・4・4）

〔下〕青山師範学校付属小学校・青山寮での生活．前列中央が田沼（．39・7）



武蔵高校，慎猫寮積翠園で第7室員と．後列右端が田沼（－42・5・30）
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長崎の渡辺千恵子さん宅で歓談（●77・8・10）撮影・森下一徹

練が開始された　車椅子での外出行動がはじめて可能になったその年（1978

年），千恵子さんはジュネーブのNGO軍縮会議に参加，1980年に日比野さ

んたちと沖縄訪問，そして1982年の北海道旅行となったのであった．だか

らこの旅は，「平和・反核」を訴える旅であったが，千恵子さんにとって「生

きるよろこびをかみしめる」旅でもあった．旅中，田沼さんが話題になるこ

とがあった．その口調から私は，千恵子さんの田沼さんへの限りない信頼と

敬愛の気持ちを知らされた

身についた女性解放論

田沼さんの編著のひとつに『現代の婦人論』（大月書店，1975年）がある．

科学的社会主義者・田沼肇が女性解放論者であったことはいわば当然だが

私には．田沼さんの女性問題への関心は理論上の帰結であったというだけで

なく，生活者・田沼のごく自然な結論だったように思われる．田沼さんには

フアンといっていいほどの女性支持層があったが　それは氏が付け焼き刃的




